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最近のアメリカ黒人文学
赤　松・光　雄
I
　アメリカの黒人作家のごく最近の戯曲と小説のなかから，興味深い作品を
取りあげて，アメリカ黒人文学の動向を探ってみることにする。もちろん黒
人と黒人問題は，アメリカ文学の永遠のテーマの一つであり，このテーマで
筆をとる白人作家はますます多く．なってきているので，あわせて白人作家の
’作品も取り上げたいと思う。ここでは著名な．James助1dwinやLangston
Hughesなどのように，さまざまの角度から論じられている黒人作家の作品
や，またJu1ian　May丘eldの『偉大なる行進』（乃e　Gγ伽∂P〃αゐ，1962）の
ようにすでに邦訳のあるような書物は省略して，つとめて新しい作家の新し
い作品を撃ぶこ’とにする。
　黒人作家にとって，従来戯曲は実りの乏しい分野であった。それは彼らの
脚本を舞台にのせるのがいちじるしく困難であった理由によるのだが，客観
的な情勢の変化につれ，また1959年LOrraine　Hansberryの『ひなたの干ぶ
どう』（”地6∫加州伽8m，1959）がブロードウェーで大当りしたこともあ
って，黒人を主題にした戯曲がぞくぞく舞台に上り始め，1954年10月には
Cli伍。rd　Odetsの『ゴールデン・ボーイ』（Golden　Boy，1937）が原作の主人
公であるイタリア系アメリカ人を黒人にかえて再上演されているほどで，黒
人作家の芝居が採用されるにしたがい，戯曲でも価値ある作品が生まれ始め
たのである。
　黒人劇の市場開拓の役割を果したrひなたの干ぶどう』はシカゴの黒人街
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に住む中産階級の黒人プ家辛描いたもので，現代の黒人文学最高の傑作の一
つで，これからの黒人文学に，とくに戯曲g面でかなりの影響を与えるにち
がいない作品である。
　著者Hansberryは作家としてのみならず，黒人解放運動や文化運動にお
いてもその発言が注目される立場にあったが，1965年1月将来を嘱望されつ
つ，34才の若さで他界した。死の数カ月前上演された『シドニー・ブラスタ
インの窓の中のしるし』（肋e　Sなm｛n・8棚昭ツBm∫fe”s豚加∂om∫，1964）が
遺稿になってしまった。
　しかし彼女のすぐ後からしeRoi　JOnesが現われた。劇作家であり，詩人，
評論家でもある÷eRoi　Jonesは将来をもっとも期待される一人で，最近は
Ba1dwin以上にジャーナリズムにも取り上げられる．ようになった。牢は！934
年二・ユ。一・ジャージ州ニューワークの生まれで，ニグロ大学ハワードを卒業
後，詩集r20巻の自殺覚え書の序文』（P吻αc・工・α20一πo互mme8刎｛・泌No士e，
1961）と『死せる講師』（丁加Deα6工ec柳er，1964）を書いた。『ブルース
の人びと：白いアメリカのニク1コ音楽』（捌挑e∫Peo枇1ルgγo　M〃∫4C4拘
研脇e／meク差。α，1964）は，ニグロ音楽を歴史に照らし社会的歴史的なかかわ
り合いのうちにとらえようとした劃期的な評論である。戯曲2篇を収めた
『オランダ人と奴隷』（Dutchman　and　the　S1ave）は1964年に出版された。
1幕2場のrオランダ人』の舞台は地下鉄の車内，20才の教養の備わった黒
人男C1ayが座席についている。そこへ乗りこんできた娼婦型の白人女Lu1a
が，あれやとれやと甘いことばで彼を誘惑にかかる・うとする。やっと仲がよ
くな一ってきたと思うまもなく，Lu1aは急にαayをあざけったり，ののし
ったりし始めるので，C1ayは日頃からいだいている白人への積りつもった憤
り二のことばを，まく一し立てる。するとしu1aは隠しもったナイフを取り出し
αaプ　を刺し殺す。そして乗客に命じて死体を次の駅で車外に放り出すと，
C1ayに似た青年がまた乗りこんで来て，再びLu1割の恰好の餌食として狙
わ’れるというストーリーである。構成は単純で，全篇を通じてのせ．りふは俗
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っぽく，一 ｵかも卑摂なことば・に溢れていてかえってそれが作者の狙う効果を
高めている。白人女性に対して欲情をもつ黒人の男が抹殺されるというのは
きわめて通俗的なストーリーであるが，それだけではなくそのような類型的
な黒人のイメージをつくりあげる白人文化に対する憤りがこの劇にはこめら一
れている。黒人が善良で従順な＜アンクル・トム＞の身分から一歩踏み出し
たとたん，白人たちはすべて迫害者になるという意味をこの劇から汲みとる
のも容易であろう。更にJOne・の怒りは白人文化から逃れることのできぬ
黒人にも向けられているρJOneSにとってはアメリカ黒人のすべてがさ迷え
る＜オランダ人＞で，憎みて余りあるこの＜オランダ人＞を作者は自らの手
によって，一殺してしまったのだ。アメリカ黒人の明日の姿の問題をこの劇に
織りこんだのである。この戯曲はオフ・ブロードウェーで，1964年3月初演，
1963年～1964年度のオフ・ブロードウェーの第9回Obie　Awa士dを獲得し
た。
　2幕の『奴隷』も1964年の12月に舞台化された作品である。これはあたり
に砲弾が雨あられと炸裂してい亭邸宅が舞台で・人種暴動の首謀者らしい黒
人の男がピストルを構え白人夫婦差おどしているg3人の会話から，この黒
人が実は夫人の情夫であること，白人夫婦の2人の娘もこの黒人の子である
ことが，黒人め口から明らかになっていく。一 竄ｪて夫は黒人のピストルに胸
を打ち抜かれる。一方，至近弾を受けて崩れ落ちる柱の下敷となり息を引き
取ろうとする妻に向かって，黒人は子どもたちも殺してレまったことを告げ
る。‘Son　of　a　Bitch・Those　black　son　of　a　bitch’というご≒ばで幕を開け
るが，前作同様に終始狼雑なことばを駆使し，アメリカがもっとも嫌う黒自
混交のタブーに挑戦してい・るのだが，黒人作家でこれほど大胆にこの問題．を
取り上げたのはJOnesが始めてである。しかも血なまぐさい人種暴動を背
景にした点，白人の主人公一家を余りにも無慈悲に扱っている点，数年前な
らば，恐らく＜黒い回教徒＞が寺院で演じる芝居と思われるであろうほとの
白人への憎悪がふつふつと燃えたぎっている。凄まじいばかりの復讐である。
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60年代の人種関係の険悪な空気のなかに，憤りの作家Jonesが書いた実験
的な作品である。
　Ossie　Davisは，ジョージア州ウェイクロスで生まれ育った。ハワード大
学を出てから俳優となったり，戯曲を習作’したりしてい走が，『パーリー・ヴ
ィクトリアス．』（Pm脆附柳切∫，1961）の一作を仕上げて抗議派の黒人文学
に新風を送りこんだ。1961年9月開演の舞台で，彼自身主役Pur1ieを演じ，
妻が舞台でも恋人役をつとめた。これは営業的にも大成功し，内容が内容だ
けに，この芝居ばかりは黒人客が圧倒的に多数を占めた・rパーリー・ヴィ
クトリアス』は3幕の喜劇。時代は1960年ごろと推察される。舞台はジョー
ジア州の綿花農園で，主人公一家が住む掘立小屋と，彼らが日常必需品や食
料を買わされる大旦那経営の売店である。Purlieは1960年代の新しい民族意
識をもった青年で，彼の恋人が死んだ従妹にうり二つなところから，従妹に
化けさせ，大旦那に甘言をもって近づき，半奴隷的な生活から・家族全員の自
由が買える500ドルをせしめようとする。ところが化けの皮がはげ大騒動に
なるが，結局，大旦那の息子が援助の手を差し伸べてくれる・・すなわち500
ドルを父から盗みその上牧師志望のPur1ie一に父の名儀で教会を買ってやり，
はては教会に加入したいと中・し入れる。父は憤激のあまり，立ったままで往
生する。Pur1ieの現代的なセンスの洒落とウィット・’’無知でお人好しの彼あ
恋人と大旦那の間に交されるとんちんかんなや．りとり，絶えずフォスターの
歌を口ずさみ大旦那につきまとう黒人の腰巾着ぶりr観客は絶えず笑いに
誘われるであろう。けれども本来尊厳で侵すべからざるはずの南部貴族の大’
且那が，権威の座から引きずりおろされる憐れむべき小人物になりさがって
しまう。本当の可笑しさはそこにある。従来の黒人抗議文学では南部農園主
はこの大旦那のような喜劇的タイプに描かれたことはなかった。これは黒人
文学の一つの脱皮と見られよう。また大旦那の息子もこれまでに殆んど登場
しなかった新しい型の白人青年に扱われている一。南部の黒人の解放運動にア
イデンティティを発見しようとするこの作者は，．エピ1コークの葬儀のシーン
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で，r私の女よ，今夜，私は黒いということに美しさを見出している。それは
喜びであり，力であり，嬉しいひそかな杯なのだ。時と所を越えた故郷一
　　　　　　　　　　　　　　　（1）あらゆる黒人の歯にある故郷なのだ」とのべているが，単なる不正への抗議
よりむしろニグロ民族への信頼と自信が作品を支えているのが，Hansbefry
やこのDavi§の作品の特徴である。
一同じ傾向の作家にLoften　Mitche11がいる。南部の公民権闘争をテーマに
した『彼岸の地』（”工伽a　Beツ0”伽刑〃）は注目すべき作品のようであ
るが，くわしくは分らない。現在ボードビリアンで著名な　Bert　Wi11i㎜s
の生涯を取りあげた『朝の星』（凸〃φ肋e　M0榊5mg）に取り組んでいる。
　黒人作家の最近の小説に移ると，『征服者の最後』（T％e工伽童φ伽Com－
qm〃，i948，『黒人大隊』の題で邦訳がある）で知られるWi11iam　Gardner
・Smithが第4作にr石の顔』（me8如榊地。e，工963）を出したd物語はアメ
リカ黒人の画家Simeon　BrOwnがパリヘ行く車中から始ま孔フィラデル
フィアで過した少年時代に，お使いに行く途中出くわしたポーランド系の白
人Chrisから1たわむれに片眼をえぐり取られてしまった．BrOwnが，以来
白人からひどい仕打ちを受けると，その白人の顔が感情のまったく欠’けた
Chrisの＜石の顔＞の形相となって，主人公をさいなめ孔そこ・で＜石の
顔＞から脱れようとパリヘ来るのだが，アメリカから来ている黒人や各国の
人と付き合っているうちに，表面は自由なパリでも差別があることを体験す
る。主人公たちは白人の扱いを受けるのに反し，アルジェリ・ア人がここでは
＜黒んぼ＞であった。そこで人種的社会的差別は世界のどこにでも存在する
ことを覚り，虐げられた少数民族のアルジェリア人の抵抗の姿に感動した主
人公は，く石の顔＞とたたかう決意をかためてアメリカヘ帰ろうとするとこ
ろでこの小説は終っている。作者はアメリカで過した少年時代の差別体験の
（1）　Ossie　Davis，P〃me向痂伊｛o鮒，（New　York，Samue－French，Ino．，1961）p．1仲．
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回想と，フランス，ヨーロッパ，北アフリカの各地の主として人種間題にか
かわる事件や，エピソードとを，交錯させながら，手際よく次々と読者に提
示してい㍍遺憾ながら，SimeOnを始め，ポーランド系のユダヤ人の恋人，
この二人と接触する多数の人物，だれもが観念的で生きていない。これは致
命傷であるが，アメリカ黒人の問題を広い視野に立って世界的な被圧迫階級
全体の問題としてとらえようとしているのは黒人文学の一つの新しい姿勢で
あって，高く評価すべきである。
r石の顔』の正反対の極に位置する一『使い走り』（丁伽Me∬emgm，1963）は
Charles・Wrightの半自伝的な処女作である。Wfightはミスリー州ニュー・
フランクリンの生まれで同地の高校を中途退学し，ニューヨーク市に赴き，
使い走りやその他の雑多な仕事をやりながらこの小説を書いた。作中の私
Char1esもマンハッタンの安アパートに住んで使い走りをしている29才の黒
人青年である。一貫したストーリーはない。孤独な主人公の日常生活と過去
の想い出が断片的に淡々と日記体風に描かれたり，あるいはそれ自身巧妙に
まとまった短篇小説のように物語られる。Wi11iam・Gardner§mithの興味と
は逆に，国連で黒人が騒いだ新聞記事が目にとまっても，ハーレムの街角で
ニグロ民族主義者の演説が耳に入っても，」殆んど彼は興味を示さない。「彼
ら〔白人〕の凝結した精液・・rどうしてそれは彼らの民族のなかにとどまれな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）かったのか1　そのためにぼくぽアウトサイダrなのだ。少数民族なのだ」
と考える主人公一Ch皿1esにとって黒人であることは，あがいても，もがいて
もどうしようもない宿命で，疎外意識をつのらせる一つの条件にすぎないの
である。そこで生きる証しをえようとして主人公は性の世界に埋没する。セ
ックスの場面，とくに同性愛の場面が必要以上と思われるほどくり返され孔
この点ではBaldWinのルO伽γC舳妙と一似通っているようである。けれ
ども作者の文体は明らかにHemi㎎wayの強い影響去受けていて，熱っぽい
いらだったB早1dwinの描写とは対照的に，作者の心情にふさわしい飾らぬ，
・（1）Ch皿1・・W・igh・。丁脱色〃舳＾9〃，（N・whk・F日m・S・…冨＆C叫1963）早・用・
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落着きのある文章で，ニューヨークの都会の憂愁を浮かびあがらせている。
一短篇集r浜辺の踊り子』（Dm・ers㎝the　ShOre，1964）の著者W11iam
Me1vinKe11yは1？37年・ニュ1．ヨrク市の隼ま柞で・ハーヴ干｝ド大学卒業
後小説の筆をとり，在学中から数々の文学賞を受賞し，長篇『別g太鼓』（ノー
D倣舳m　D舳仰meγ，1962）で大好評を博した。最近，盲目の黒人ジャズ音楽
家をテーマに『忍耐のqとしずく』（∠ル0抄ψP〃舳e）を書いた。短篇16
篇．をおさめたr浜辺ρ踊り子』の前書きで，作者はr…人間には扮装したシ
ンボルや思想を描くのではなく，人問を描かねばならない，私はアメリカの
黒人下狐私は自分が作家でありたいξ願っている“がそれを判断する
のは，恐らく私ではあるまい」と言っている。一，」二篇拾いあげて見・ると，
‘Not　Exactly　L．na　Home’は，鉄道会社を退職した独り身の黒人の老人ど
うしが，ロング・アイランドの粗末な木造家屋に住んでいる。その一人がつ
れづれの余り，毎日ヴェランダに出ては行き交う自動車の鑑札の州名を目で
追い，ノートに州名の合計を書き留める。もうデ人もなんとなくそれに付き
合って，20年間いっしょに暮してきた。たまたま昨夜ρリューマチのおかげ
で大喧嘩になるが，それでもなんとなく丸くおさまるというストーリーであ
るる温かい筆で，ユーモアたっぷりに機械文明を瓢刺しながら，老人のやり
きれない退屈さ，わびしさを描き出している6；EnemyTerrito町’では白人
の子にいじめられてお使いができないで帰ってきた坊やを，揖母が祖寒の写
真の前に坐らせて想い出を聞かせる一キューバ生れのおじいさんがバrで
お酒を飲んでいると，アイルランド人のノ．寸一テンダーがキューバ人の口をつ
けた杯は不浄だという理由からその杯を割ってしまう，おじいさんは主人に
飛びがか。っていったのだ一坊やは再び，今度は胸をはってお使いに出て行
く。黒人作家が人種問題を語る際陥りがちな肩をいからし，悲憤僚慨する調
子を少しも見せない。‘Cry　forMe’は少年の語り手が，「綿花畑のブルーメ」
と，一黒人の伝説的英雄rジョン・ヘンリー」のレコードはぼくのおじさんの
吹き込みで，これを見るとおじ’さんを想い出すと前置きをして，南部から二
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ユーヨークヘやって来たおじさんの話をする。グリーンウィッチ・ヴィレッ
ジで南部の歌をうたって聴衆を魅了したこ．とから，カーネギー・ホニルの槍
舞台にのせられ南部の黒人の歌をうたい，興奮してしまった聴衆がみんな舞
台に上って踊り出すが，生命を燃焼してしまったおじさんはギターを手にし
たままで息絶え孔彼は8フィート近い大男で，ウクレレのように小さく見
えるギターを左右の手にかかえて演奏しながら，破れ鐘のような大音声で歌
う超人だが，性格は朴訥な南部黒人である。アメリカ文学の伝説のほら話と，
’こっけいなニグロ・ユーモア語のうつわに，’ ﾚ覚めた南部黒人の誇り高い精
神を盛り上げている手腕は見事である。この短篇集のすべてがそうではない
けれども，少くとも数篇はKe11yが短篇作家としてのすぐれた才能の持主
であり，＜アメリカ黒人であって，何よりも作家である＞ことを証明してい
る。
　このほか，朝鮮戦争の復員兵が南部の小さな町で選挙登録をしようとして
迫害に会うJun三us　Edwardsの『われ死ぬとも』（亙㎜e　M〃sガ〃e，1963），
カンザス州の田舎町を芦景に，公立学校の共学問輝や，人種間題がからむ殺
人事件をおりこんだGord㎝Pafksの『学びの樹』（丁加工鮒m｛〃9τme，1963）
の長篇小説があるが，前者は文体と人物の性格づけに難点があり，後者は事
件に真実性が薄く，会話の運びが冗長で，また全体のプロットに無理があっ・
て，文学作品としての価値はないように思われる。
　永い問沈黙を保っていた著名なニグロ作家たちの書物が，ごく最近，せき
を切ったように出始めた。Ra1ph　E11isOnの『影と行為』。（8加∂伽伽∂ルら
1965）は大戦後から現在にいたるエッ乍イ・インタビューの類を一冊に収録
したもの。女流作家のAm　Pe卿はユ695年の魔女裁判で魔女と宣告された
バルバドスの奴隷を描いた小説『セーラム村のテュテューバ』（肋泌αψ
8ψmγ”0ge）を完成レ，『ビートル・クリーク』（肋”e舳e為，1950）の
Wi11iam　Dembyはr地下埋葬場』（凧e　C肋ωmろ∫，1965）を書いたが，こ
れは1947年以降イタ、リアで暮し，4，5年前に帰米した作者のこの間の自伝的
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要素の濃い小説である。rこれも私の国』（珊∫∫∫抑C0舳榊T00）とい
う合衆国横断の旅行記は，これまで『夜のうた』（Nな肋∫0mg）（1961）ほか
数篇の小説を書いているJo㎞A，Wi11iamsが作者である。
　白人作家による小説では，ハーレムの非行少年の生態を赤裸に描いた『ク
ール・ワールド』（C－oo！肌〃，1959）の作者・Warr㎝Mi11erが，やはりハ
ーレムを舞台に『ハーレムの包囲』（丁脆＆召geφ．H〃主物1964）を書いた。
この小説は『アンクール・リーマス』を意識的に真似て，ある老人が毎夜，近
所の子どもたちに昔の想い出話を聞かせるという形をとっている。ここのハ
ーレムは4分の3世紀前に＜特権人種＞，＜多数派の人びと＞一（Privileged
People，M勾。rity　People）から独立を宣言していて，当時親衛隊員として首
相官邸＜ブラック・ハウス＞で親しく建国の父たちに接していた老人が，建
国から1周年を迎えるまでの彼らのエピソードを聞かせようというのであ孔
耳を傾ける子どもらはンゴモ，セタ，エンクルマ，ジヨモなど，アフリカ新
興諸国の元首をかたどった名がついている・ハーレムの住民たちは＜多数派
の人びと＞の政治上の懐柔政策にだまされず，経済封鎖のための飢えと寒さ
にも堪えるのである。けれども作者の力点はむしろ要人たち，すなわち高潔
な首相，その美しい妻，首相のおいの青年外相らの三角関係の個人的悲劇を
追うことにおかれているため，拝情的な美しさは漂ってはいるものの，この
アレゴリカルな設定の意図がぼやけてしまった。ハーレム住民の国づくりの
努力や苦心，夢や理想に焦点を合わせることも可能ではなかったか。第一作
でのきびしい姿勢はくずれ，＜クール・ワールド＞からの脱出に終ってしま
った。
　『チャップマン報告』（珊eαψm伽五φo〃）や『賞』（珊e”暑e，邦訳
rノーベル賞』）で物議をかもしたIwing　W・l1…　が，rその人』（丁尻・M伽，
i964）ではじめて人種間題を扱った。テーマがセンセーシ目ナルゆえに発行
　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
の年の暮れから半年以上にわたってベスト・セラーの上位を保った小説であ
孔ストーリーはジョンソン大統領の次の大統領が外遊し，フランクフルト
のある会堂で演説中，老朽建物のために天井が崩れ落ちて不慮の死を遂げる。
側近の要人は下院議長をふくめて全部亡くなる。副大統領はすでに病没して
いない。正当な大統領後継者は，予想もしなかった上院議員の　DOug1ass
Dilmanだと判明した。高いひたい，ふっくらと広い鼻，ぽってりと突き出
たくちびるをしたDilmanが急いで大統領の宣誓を終え，黒人居住地区から
ホワイト・ハウス入りをするに及んで，世情騒然となる。黒人初の大統領は
有能で，強固な意志をもって勇敢に職務を果そうとするので，大統領は秘書
を強姦しようとしたとか，ある未亡人と不義の関係にあるなどというさまざ
まな罪状をでっち上げ，彼をその職から失墜させようとするあらゆる迫害が
降りかかるのである。
　作者は本扉と本文の間で，黒人解放の指導者Frederick　Dougl・ssのこと
ばを引用している。要するにそのことばは，アメリカ政府は国民の自由・平
等の権利を保証すべしという建国の理想をうたったものである。恐らく主人
公のDoug1assという名はこの英雄的人物から取ったのであろう。建国の理
想と黒人の現状との間には恐ろしいほどの隔たりがある。黒人大統領の誕生
という想定は，かなりのアメリカ白人にとっては堪えることのできないもの
で，Wallaceの小説は，黒人間題の解決に関してアメリカ社会に真の態度決
定を迫った踏み絵であるという点に意味がある。’この点でSinclairLewisの
『王家の血』と類似性が見出される。このベスト・セラー乍家はジャーナリ
スティックな筆の運びをもって，黒人が大統領の職につけば政治的に社会的
にいかに激しい恐慌をもたらすものであるか，それが波及する現象を作者は
余すところなく克明に描こうとする。
　直接黒人を換ったのではないが，John　Herseyがrホワイト・ロータス』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）（w脇e工。舳）という問題作を書いたと報じられてい孔アリゾナ州の田舎
（3）　〃e棚m伽ツ∫，（New　York，Freedomways　A昌sooiates，Vol．5．No．3，Summer，工965）
p．435＿436．
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で平穏に暮している白人の娘のもとへ＜黄色い人＞（Y・1IOWS）が攻め寄せ，
娘を始め多数のアメリカ人を捕え，奴隷船に乗せアジアヘ連れ去り，強制労
働を強いるという筋書きであ私自人を奴隷化するという極端な方法によっ
て奴隷制の意味をアメリカ白人に知らせようとした言己念碑的な作品とLoy1e
　　　　（4）
H畳irstonはいっている。或いは何よりも中国への恐怖感に触発されたのかも
知れないし，ナメリカの黒人が世界の有色人と手をつなこうとする動きが，
奴隷制と黄色人を結びつかせる発想となったのかも知れない。著名な南部作
家早rskineCa1中e11には，最近の南部の旅行をもとに，黒人問題について
意見をのべた『ビスコを求めて』（∫例8鮒。ゐψ跳ω，1965）がある。
　戯曲ではMartin　B．Dube工manの2幕の『白いアメリカで』（∫m一冊脇e
ノ伽愉α，1964）が感動的な史劇である。1963年！0月，オフ・ブロードウエーの
劇場で上演されている。良心的な史家の筆になる，この戯曲は狭い意味では
創作ではない。アメリカ黒人の抑圧されてきた歴史をテーマにし，奴隷船上
での惨状から解放宣言までを第王墓に，解放後からリトル・1コックまでを第2
幕に，自叙伝や体験言己や旅行記やその他新聞，雑誌な一とから黒人の苦難に満
ちた歩みをつづったもので，材料は手際よくナレータ」によってまとめられ
ていて，ドキュメジタリー劇としては最高の出来栄えである。その成功は一
つには黒人の歴史自体のもつ迫力が読む人の心に強く訴える・からでもあろ㌔
　PeterS，Feib1emanの『虎よ虎，明るく輝け』（T㎏er，理eγ，肋m4ng〃妙f，
平963）は小説『夕暮のないところ』（ノ〃αce　W肋0〃T〃g乃士，1957）・の戯曲
化で，62年の暮，ニューヨークで上演された。ニュー・オーリアンズ郊外の
．黒人一家を描くもの」だが，この主人公一家が黒人下あるのは，先のOdetsの
　『ゴールデン・ボーイ』・が黒人であるのと同じ理由によると思われ，黒人で
ある必然的な理由に乏しい。
　ここに取り上げた作品はHansberryの『ひなたの干ぶどう』，Davisの
　『パーリ・ヴィクト．リアス』が少し古いほかは，．いずれも．1963年以降の出版
（4）〃五
（29）
である。1954年の5月，公立学校の人種隔離は違憲であるとの最高裁の決定
がくだったのを契機に，黒人解放の運動は新しい段階に入ったが，解放宣言
百年を迎えた1963年，黒人の攻勢はもっとも熾烈化した。黒白の人種関係は
極度に緊迫し，緊張した状況になっていった。こういう社会情勢のもとに書
かれたものである。
　白人作家のこの時期の作品はMi11・rの『ハーレムの包囲』，W・11a・eの
『その人』，Herseyの『ホワイト・ロータス』など，人種問の険悪な緊張状
況を異常に強く反映してい孔ある作家は堪え切れなくてそこから脱出しよ
うとし，あるいは進んでその状況に身をおこうとする。Wa11盆。e，Hersey，
Dube㎜anのよ引こ，黒人間題の意味をアメリカ民主主義とのかかわりにお
いて，もう一度真剣に追求しようとする作品も多く，一この傾向はこれからも
つづくであろ㌔アメリカの白人は，・これまで従順なアンクル・トムと見て
いた黒人が，突然，恐るべき怪物のよ引…巨大な姿を現わしたことに，目を
みはり，とまどい，おびえている。そうした狼狽を白人作家の作品に感じと
ることができよう。一過去のアメリカ文学においても，黒人像はあまりにも歪
曲された存在であっナこ。Wa11aceの『その人』の黒人大統領などもやはり観
念的な類型的な黒人に描かれていて，とくにこの主人公を性と結びつけてい
る点にも，作者の抜きがたい偏見がこもっているようである。Ba1dWinが数
々のエッセイのなかで，あるいは先のJones．が『オランダ人』gなかで挑戦
しているのは，こうした黒人像の破壊である。真の黒人像の創造は，白人作
家に期待すべきことでもあるが，だれよりも黒人作家自身の課題の一つであ
る。
　黒人作家のほうでも，劣等観を裏返しにしたような自己主張や抗議はすっ
かり影をひそめた。Ke1時，Davis，Smithらのように，自己あるいは民族へ
あ信頼，自信に満ちた作品が出始めた。もっともその反面には，黒人や人種
間題という自己の問題を放棄したWinard　MOt1eyやFr㎜k　Yerbyのよう
な作家もいる。C．Wrightのような実存主義的な若い作家もいる。Ba1dwin
　　　　　　　　　　　　　　　　（30）
の場合でも，小説にかぎらず彼の最近の発言は，ニグロ民族にアイデンティ
ティを求めないで，アウトサイダーの傾向が強まってきた。むろんこれらの
作家たちは，人種をこえて現在の状況を語るにふさわしい有利な視点をもっ
ているわけである。けれども，アメリカの黒人全体が＜隔離＞から＜統合＞
への曲り角へ急速にさしかかっている現在，黒人文学はいかにあるべきかと
いうことは大きな問題を提起している。民族的なDavis，Mit．hen，Ju1量an
May丘e1d（亡くなったHan§berryもそうだっ走が）らは，アメリカ社会へ
の無条件の同化に対．し，またアウトサイダーのBaIdwinらに対しても批判
的である・彼らはアメリカ文化のなかにありながら，常にそこからはみ出し
ていたニグロ民族に立ち帰って，反体制的な立場をとり，アメリカ文化のな
かに真に独立した位置を占めようとする点では共通したものを持っている。
しかし，それが文学的にはどう生きてくるかは，まだこれからの問題である。
（31）
